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研究分野：生物学 
科研費の分科・細目：生態・環境 
キーワード：種間関係、アリ、随時的共生、生物群集、生物多様性 
 
１．研究計画の概要 
 アリを介した生物間相互作用による生物多様性

の創出・維持機構を解明するために、（1）アブラ

ムシ類のアリ随伴性の種間および種内変異に関与

する要因、（2）収穫アリ型種子散布植物における

アリの種による種子運搬行動の違いと種子散布成

功度の変異、（3）ムラサキシジミ幼虫における随

伴アリ種による天敵排除効果の違いとそれに関与

する要因、（4）アリ随伴性生物のアリ随伴が非随

伴性生物やそれらの天敵生物におよぼす間接効果

について解析する。 
 
２．研究の進捗状況 
１ アリの種子運搬中の種子紛失による種子散布

効果 

 オオズアリはコニシキソウの種子運搬中に頻繁

に広範囲で種子を紛失した。その結果、種子が集

中分布することは少なく、それらの種子から発芽

した実生の生存率が高まる事が判明した。一方、

トビイロシワアリは種子運搬中に種子を紛失する

ことは少なく、紛失する範囲も狭かった。しかし

、食害率が低いため、アリの巣口の周囲に多くの

実生がみられ、種子散布に貢献していた。 

 

２ ムラサキシジミ幼虫の寄生蜂に対するアリに

よる防御効果 

 アリがムラサキシジミ幼虫に随伴しない場合、

寄生蜂 Cotesia inducta は、１齢から 5 齢まです

べての発育ステージのムラサキシジミ幼虫に寄生

が可能であるが、雌蜂は、おもに 2 齢から 4 齢幼

虫に産卵することが判明した。一方、野外ではム

ラサキシジミ幼虫の齢期の進行とともにアリ随伴

率が高まった。したがって、齢期の進んだ幼虫の

高いアリ随伴率は、寄生蜂に対する高い防御効果

をもたらすことが示唆された。 

 

３ アカメガシワの被食防御におけるアリの役割 

 アカメガシワの被食に対して、複数の防御形質

を持ち、物理的防御、化学的防御および生物的防

御を行う。人為的被食処理を行うと、花外蜜分泌

が誘導されるが、物理的防御や化学的防御は誘導

されないことが判明した。 

 また、アリが随伴することでも花外蜜分泌が誘

導されるが、被食による誘導よりも花外蜜分泌量

が少ないことが判明した。人為的被食により誘導

された花外蜜とアリ随伴により誘導された花外蜜

に対するアリの選好性に違いはみられなかった。

したがって、アカメガシワは被食やアリの存在に

応じた効率のよい花外蜜分泌を行っていることが

判明した。 
 
３．現在までの達成度 
 研究計画の（1）および（4）のデータ収集およ

び解析が多少遅れているが、おおむね順調に進展

している。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 遅れている一部の研究を精力的に進め、得られ

たデータの解析および成果の公表に努める。 
 
５. 代表的な研究成果 
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